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１．はじめに
１－１．研究の目的と背景
　本稿はカナダ、オンタリオ州トロント市と周辺地域における多文化な背景を持つ移民児
童の継承語学習を取り巻く教育政策と教育実践を概観し、家庭、学校、課外の継承語クラ
スの連携活動が、いかに学習者の継承語習得への動機を維持しているのかを明らかにする。
そして、トロントで行われている様々な教育実践、その中でも特にアイデンティティ・テ
キストと呼ばれる教育実践により、移民の子どもたちを含むすべての子どもたちと教員に、
継承語・継承文化が「教育資源」としての機能を果たすようになる過程を描き、それによ
る教室内の移民の子どもたちの立ち位置をめぐるパラダイム・シフトを記述することを目
指す。
　まず、継承語とは何か。移民が父祖から受け継ぐ母国の言語は通常「（公用語と異なる）
母語」、「継承語」等と呼ばれる。母語とはカナダの国勢調査では「初めて習った言葉、
今でも使える言葉」と定義されている（中島1998, p.20）。カナダの国勢調査では移民の母
語のことは「英語・フランス語以外の母語」という表現であらわされる（Government of 
Canada 2013）。そうした母語に対して、子どもたちが学齢期になり、学習言語である現
地語が優勢になると、母語は相対化され、「親の言葉」（ないしは「家庭の言語」）、すなわ
ち「継承語」という位置へとシフトしていく。本稿では母語を含めた移民の父祖の言葉を
「継承語」と総称して論を進めていくことにする。
　移民の子どもたちは学校に入学し、現地語による学習を開始すると、意識的になんらか
の継承語学習支援を行わない限り、その力は急速に失われていくという。しかし、移民大
国、カナダでは多文化主義を国是とし、移民の継承語を「言語資源」1と考えている。そ
して継承語を、国を豊かにする資源として、家庭やエスニックコミュニティに継承語資源
育成を奨励するだけでなく、公教育の場でも家庭やコミュニティと連携を取り、その育成
に取り組んでいる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1  カミンズ・中島（2011）によると、「言語資源」ということばはカミンズが提唱し始めた概念である（p.19）。
カミンズ・ダネシ（2005）は「言語資源はカナダの石油や森林と同じように間違いなく経済的資源なのである」
（p.96）と述べ、移民の若者が外交やビジネスで活躍できるほどの継承語を維持した場合、言語研修に必要な
莫大な国家予算が節約できるとした試算を紹介している。
　移民（新渡日）の子どもたちへの継承語支援は日本ではいくつかの先進的な試みの事例2
があるものの、まだ端緒についたところである。しかしグローバル化が進展し、国境を越
えて生活する人々が増大する現代社会において、継承語支援の持つ意義は、多文化な背景
を持つ移民の子どもたちと家族へのエンパワーメント、移民の受け入れ社会への言語資源
の提供など多層的で多岐に及ぶ。移民の継承語を言語資源として評価し、多文化な国づく
りに励むカナダの政策・実践は、現在200万人にも及ぶ外国人住民が暮らす日本において、
外国人の持つ言語・文化資源を積極的に活用していくために、教育現場とそれをとりまく
日本の社会に多くの示唆を与えると考える。
　2011年度の国勢調査3によると、カナダ国内には200以上の言語が「初めて習い、今で
も使える」母語として存在し、国民の20.6%にあたる680万人が公用語である英仏両語以外
の移民言語を「母語」として報告している。しかし英仏両語以外を母語とする人々の 6割
以上が家庭では主に英語を使用し、母語のみを家庭で使用するケースは英仏両語以外を母
語とする人々の6.2%と比較的少ない。
　対照的にカナダの全人口の17.5%にあたる580万人が 2つ以上の言語を家庭で使用してお
り、そのうち英語と英仏語以外の言語を使用するバイリンガル家庭で生活する人々は380
万人と、全人口の11.5％となり、近年増加が著しい。2001年の国勢調査から2006年の国勢
調査の間では、家庭で英語と継承語を併用している人口は41万人増加し、2006年から今回
の2011年の国勢調査の間には96万人増加している（Government of Canada 2013）。このよ
うに英語と継承語の複数言語を家庭で併用する人々の増加の背景には諸要因が考えられる
が、移民への第二言語としての英語（ESL： English as second language、以後ESLと記載）
支援とともに継承語をも育む教育政策・教育実践の影響があるのではないかと考えられる。
　本報告の主なフィールドとしたオンタリオ州、州都トロントはカナダの中でも特に移民
が集中し、継承語の多様性は顕著である。トロントの人口の30%を超える180万人の人々
が英仏語以外の言語を家庭で使用し（Government of Canada 2013）、学齢期の子どもの
75%4にあたる26.5万人がESL支援を受ける英語学習者（ELL: English Language Learner）
である （中島2010, p.76）。
　このトロントで実際に行われている継承語維持のための試みを次章以降、見ていきたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
2  例えば2006年から2011年まで実施された兵庫県による「新渡日の外国人児童生徒に関わる母語教育支援事業」
( 松田 2010) や「愛知県外国人コミュニティ母語教育支援事業」（愛知 外国につながる子どもの母語支援プロ
ジェクト , 2013）などがあげられる。
3  2011 年カナダ国勢調査に関する情報は以下のサイトを参照した。Government of Canada
　 http://www12.statcan.gc.ca/census-recensement/2011/as-sa/98-314-x/98-314-x2011001-eng.cfm （2013.9.17　
On line）
4  トロント市内に限定すると75％という高率の子どもがESL支援を受けているが、GTA（グレータートロントエ
リア）と呼ばれるトロントを中心としたミソソガ州やヨーク州などを含めた大都市圏での統計ではELL（英語
学習者）の学齢期の子どもの割合は40％という数字が報告されている（Botelho et al. 2010）
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１－２．先行研究
１－２－１．カナダにおける継承語学習に関する先行研究
　カナダのバイリンガル教育に関する研究は、 2つの公用語である英語とフランス語の 2
言語教育を受けた子どもたちの言語習得のメカニズムを対象に早くから行われてきた。そ
うした中、Cummins（1981）は 2言語相互依存の原則を提唱する。これは 2つの言語に接
している子どもが、双方の言語に十分に接触する環境で学習動機付けが行われることに
よって、両言語の共有する深層面の言語能力（認知・教科学習言語能力）が育まれ、 2つの
言語間での転移を容易にし、 2言語習得が可能になるというものである。この原則の存在
は英仏両語間だけではなく英語と継承語、たとえば日本語―英語やベトナム語―英語の間
でも確認されている（Cummins et al. 1984）。
　こうした Cummins などの理論をもとに Ontario Ministry of Education （2005）や Chumak
（2012）等は 2言語学習を動機付けるための教室での実践、家庭での実践例を具体的に紹介
しつつ、家庭で、教室で、地域で出来る継承語学習の試みを紹介している。
　また、カミンズ・ダネシ（2005）は、オンタリオ州の移民の継承語学習が公立学校やカ
ソリック系学校のプログラムとして位置づけられるまでの議論と紆余曲折を紹介しつ
つ、移民児童が継承語を習得することにより得られる個人的利益（移民本人の知的発達を
促し、アイデンティティを確立させ、多言語の習得を可能にする）、コミュニティへの利
益、そしてカナダ社会にもたらされる具体的な経済的、社会的恩恵を記述した。さらに、
Reymundo（2013）は、就園前の乳幼児とその親へのサポートを行うEarly Years Centerの
実践から、継承語を使用した遊びや歌を教え、移民家庭の子どもの言語環境を整える取り
組みを紹介している。また中島（2010）はカナダの言語教育全般を概観しながらそこで培わ
れた理論を紹介し、継承語支援を含むバイリンガル、ひいてはマルチリンガル育成のため
に実践されている様々な取り組みについて考察している。
１－２－２．継承語学習の意義と困難に関する先行研究
　オンタリオ教育省は「継承語プログラム」を学校教育に位置づける根拠として下記の点
を挙げている。
　 •　児童・生徒自身の出自および継承文化に対する認識を深める。
　 •　両親や祖父母とのコミュニケーションの質を高める。
　 •　カナダの中で継承語を使える人材を育成する。
　 •　児童・生徒がすでに身につけている技術や概念を生かす場を与える。
　 •　高校での単位取得科目として履修する際、継承語の学習経験が貴重な基礎となる。
　 •　 カナダの多文化社会や国際社会で活躍できるように、すべての児童・生徒に新しい
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言語を学ぶことを奨励する。（カミンズ・ダネシ 2005）
　すなわち、政府の施策として継承語を学ぶことを推進することは、児童・生徒本人や家
庭・コミュニティ、そしてカナダ社会全体に益することと位置付けられているということ
である。
　野津（2010）によると継承語学習の意義として議論されている事柄は主に以下の 6点に整
理されるという。
　A）教科学習、学習言語能力形成のため（カミンズ・ダネシ 2005）
　B）アイデンティティ形成のため（石井1999、関口2003、高橋2009等）
　C）家族とのコミュニケーションのため（高橋2009、北山2012）
　D）社会資源・経済資源としての継承語（カミンズ・ダネシ 2005）
　E）人権としての継承語（キムリッカ1998）
　F）帰国往来のための継承語（桑原2001、樋河2009、野津2010）　
　これらの諸研究では、継承語を習得することは当事者の学業的成功、安定、権利、ライ
フチャンスの広がりのため、家族やコミュニティの安定のため、さらに外交や国際協力、
経済活動に貢献できる人材として社会全体に貢献するためという視点が示されている。
　しかし、継承語習得の意義が検証され、理解が進んでもなお、現地語が優勢な社会にお
いて、マイノリティの継承語を維持することは、また同時に課題の伴うことでもある。継
承語習得の課題として中島（2003）が挙げた下記の 6つの課題を、筆者は「動機付けの難し
さ」と「学習者の多様性」の 2点に収斂できると考える。
＜動機付けの難しさ＞
　Ａ ．マイナスの価値付け（主流社会からのエスニックマイノリティの継承語へのマイナ
スの価値付けと学習者の内面化）
　Ｂ．親のチョイスの押しつけ（子どもにとっては押し付けられた学習である場合が多い）
　Ｃ．課外学習であること（学校の評価と結びつかねば継続的学習が難しい）
＜学習者の多様性＞
　Ｄ．アンバランスな語学力（聞く力、話す力、読む力、書く力がアンバランスになりやすい）
　Ｅ．認知面の遅れ（認知面の力が本国の学習者と比べると遅れる傾向にある）
　Ｆ ．世代その他によって異なる教育内容（移住後何世代が経過しているか、移動時の年
齢など子どもの置かれている状況によって必要とされる教育内容が異なる）
　これら 2つの課題はカナダでの調査中もしばしば関係者から語られたものでもあった。
本稿ではこの 2つの課題のうち、教育実践、教育政策によって改善が可能な「動機付けの
難しさ」に焦点を当て論考を進めるものである。
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１－２－３．継承語学習の動機づけに関する先行研究
　第二言語学習の動機付けの研究としては1960年代から90年代にかけて中心的役割を果た
した R.C.Gardner らによる研究があげられる。彼らはカナダのフランス語話者のコミュ
ニティと英語話者のコミュニティが併存する地域で、双方の言語を習得しようとする第
二言語学習者の習熟の要因を解明することを出発点に第二言語学習動機を研究してきた
（守谷2002）。そもそも言語学習の動機（Motivation）とは何か。その定義として中田（1999）
はGardner（1985）の「言語学習におけるゴールを達成しようとする努力と、学習言語に
対する好意的態度」という説明を用いて論じている。また同書で Gardner（1985）は志向
（Orientation）という言葉で「言語学習を行う理由」（守谷2002）を理論化している。言語
習得の志向には＜道具的志向＞と＜統合的志向＞という二つの側面があるという。＜道具
的志向＞とは良い仕事を得ることや大学に入ることといった実用的な言語習得の理由であ
り、＜統合的志向＞とは目標言語を習得することによって、目標言語話者の集団や文化の
メンバーの一員として認知され、一体感を持ちたい、という言語学習の動機である。
　1990年代には第二言語学習の動機づけの研究は、守谷（2002）によると「より学習の実践
現場である教室に結びついたものへとシフトした」という。教育現場での第二言語の学
習動機付けを具体化した Dornyei らは学習動機付けの構成要素を（１）「統合的な動機付
け」、（２）「言語的な自信」、（３）「教室環境への評価」と整理し、中でも統合的な動機付
けは道具的な志向をも含む多くの志向と結びついていることを明らかにした（守谷2002、
Clement, Dornyei & Noels 1994）。
　一般的に言語学習の「統合的動機付け」を語る際、目標言語が語られているコミュニティ
への参加、一体感を求める志向と捉えられがちである（例えば祖父母と継承語で語り合い、
親族のメンバーとして一体感を持ちたい、などの例が考えられる）。しかし筆者らはトロ
ントの教育政策、教育実践を観察するなかで、継承語学習者である子どもたちが継承語や
継承文化を身につけることで家族や祖国の祖父母・親戚との一体感を得るという統合的な
動機とともに、継承語や継承文化を公立学校の一般の教室で紹介できることが「多文化を
称揚する学校文化のメンバーとしてふさわしい行い」と評価されているいくつかの事例に
出会った。トロントで継承語の運用能力を持ち、継承文化に造詣が深いということは、家
族やエスニックコミュニティに対する統合の欲求だけではなく、「多くの生徒が継承語・
継承文化を持ち、それを善きこととして称揚する学校文化」に所属する一員としての統合
的動機を継承語学習者に与えているのではないか。第 2章以下、トロントにおける「多文
化を称揚する学校文化」形成を目指す教育政策、教育実践の考察を進めていく。
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１－３.　調査の概要
　2011年11月と2012年の 9月に各 1週間のトロント市と周辺地域の教育施設と教育関係者
を対象に移民児童への教育に関する参与観察とインタビュー調査を行った。調査対象は以
下のとおりである。
（A）継承語教育関連施設において
　① 　トロント教育委員会の生涯学習課に設置された国際語プログラム5の担当オフィ
サーのインタビュー
　② 　トロントカソリック教育委員会傘下の国際語プログラムを行う 3校の小学校での中
国語、フィリピン語、タミル語、ベトナム語クラスの見学。国際語プログラム管理を
担当する校長 2名のインタビュー
　③ 　日本語を継承語とする子どもを対象とした民間の継承語教育機関「N学園」の見学
と校長へのインタビューと 4名の保護者インタビュー、 5名の日本語講師とのグルー
プインタビュー
（B）学校教育でのニューカマー受入れに関して
　①　トロント教育委員会ESL部門の担当オフィサーのインタビュー
　② 　オンタリオ州のニューカマー児童受入れ担当オフィサ （ーNew Comer Reception 
Center＝後述、所属のオフィサー）の秋の研修会への参加
　③ 　GTA（Greater Toronto Area, トロント市と周辺地域）のニューカマー比率の高い公
立小学校 2校（Ａ校・Ｂ校）の見学と校長インタビュー、教諭インタビュー
（C）専門家への面接調査等
　①　J.Cummins博士（トロント大学）へのインタビュー
　②　R.Chumak 博士（ライアソン大学）へのインタビュー
　③ 　就園前の乳幼児への教育的ケアと継承語学習支援を推奨する Don Valley Early 
Years Center の本部と分室の見学と担当職員 V.Raymundo 氏へのインタビュー
　④ 　公立図書館駐在の移民相談員のインタビューと図書館のニューカマー向けサービス
の見学、移民相談員主催のニューカマー向けの英会話グループへの参加
等を行った。これらの現地調査と先行研究の文献調査からトロント市と周辺地域における
継承語を取り巻く教育政策、教育実践を明らかにしていく。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
5  1977 年にオンタリオ州は継承語プログラム（Heritage Language Program）を開始したが、1990 年代初頭に、
その言語を継承語とする児童に対象を限らず、希望すればすべての子どもが参加できることを前提に国際語
プログラム（International Language Program）と名称を変えた（中島 2010）。
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２．トロントにおける継承語教育
２－１．公教育の中で行われる継承語教育
　カナダは人口3,300万人の10州 3 準州からなる連邦国家で、教育に関する権限は各州の
教育省に委ねられ、カナダの連邦政府には教育省は存在せず、州によりその教育政策は大
きく異なる（平田他2008）。オンタリオ州の学校区分は 2年間の就学前教育、 8年の初等教
育（日本の小中学校レベル）と 4年間の中等教育（高校レベル）とその後の高等教育からな
る。
　オンタリオ州の継承語教育プログラムは1977年スタートし、1990年代初頭に国際語プ
ログラムと名前を変え、2013年12月現在トロント教育委員会（Toronto District School 
Board）のもとでは、55言語537クラスで 3万人以上の子どもたちが参加し6、同じくオン
タリオ州教育省の支援を受けているトロントカソリック教育委員会7（Toronto District 
Catholic School Board）のもとでは、22言語117クラスが展開されている。
　これらのオンタリオ州の支援を受けた公教育の枠組みの中での初等教育レベルの国際語
プログラムは、放課後もしくは土曜日に開催され、週 2時間半、年間80時間の学習時間が
確保されている。いずれの教室も23名の同言語の学習希望者があれば教育委員会より 1名
分の講師の給与と、各校に 1～ 2名のコーデイネーターの人件費、校舎の使用許可と補助
教材の現物支給、そして教育委員会主催の講師研修などの支援が行われ、国際語プログラ
ムが営まれる。家庭の負担は年間20ドルの登録料のみである場合が多い。
　初等教育において行われている国際語クラスは課外授業として位置づけられ、教育委員
会の担当部署も「生涯学習課」となっている。しかし、中等教育段階では、正課授業内に「国
際語」として設定されており、高校卒業単位として認められている。そのことも初等教育、
中等教育を通じての「国際語」学習の継続のモチベーションとなっていると考えられる。
　国際語プログラムではその言語を継承語としない児童も参加することが許されている
が、現場でコーディネイトにあたっている教員によると、参加児童は少数の例外を除いて、
その言語を継承語とする子どもたちであるという。
　こうしたプログラムが公教育内に位置づけられていることは、その学習の存在やその必
要性が公的に可視化されていると言えよう。また中等教育では卒業認定単位ともなること
から、優秀な成績を修めれば、進学や就職にもプラスに作用することが予想され、「道具
的な学習動機」を学習者に与えている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
6  トロント教育委員会 の国際語クラスのクラス数、言語数、参加生徒数などに関しては次のホームページを参
考にした。http://www.tdsb.on.ca/ElementarySchool/Beyondtheclassroom/Internationallanguageheritage/
FindaClass.aspx　（2013.12.12　On Line）
7  トロントカソリック教育委員会の国際語クラス数、言語数に関しては下記を参照した。http://www.tcdsb.org/
programsservices/schoolprogramsk12/internationallanguages/Pages/default.aspx（2013.12.12　On Line）
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２－２． 民間教育団体による継承語教育
　前節で述べたオンタリオ州の支援する公教育における継承語プログラム以外に、民族団
体や親の有志が設立した民間の週末に開催される継承語の補習教室も多数存在する。こう
した週末の民間の継承語教室の中の一つとして、筆者らが見学した日本語補習校「N学園」
は毎週土曜日の午前中 2時間半、日本政府より光村出版の国語教科書の支給を受け、カナ
ダの公立学校の校舎を借り、初等・中等学校12学年の子どもたち、約200名が22クラスに
分かれ学んでいた。オンタリオ州政府支援の国際語学習クラスより、高度な学習内容になっ
ているということであった。トロント教育委員会は当初、N学園の土曜日の継承語クラス
に無償で校舎の使用を許可していたが、最近は賃貸料を取るようになるなどの変化を見せ
ている（N学園校長インタビューより　2012.9.15）。
　N学園に参加する子どもは土曜日の授業に加え、 1週間分の宿題を与えられる。子どもが
授業を受けている間、クラスごとに当番の保護者が 1週間分の宿題をコピーし、各学習者
に配布する。またビーバー文庫と呼ばれる日本語の本の書棚があり、子どもたちは毎週こ
こで日本語の本や漫画、ビデオなどを借りて、家で日本語に触れる機会を確保している。
　子どもたちが授業を受けている間、日本人の保護者同士は日本語での会話・情報交換を
楽しんでいるようだった。また非日本語話者の保護者には大人のための日本語クラスも用
意されている。保護者は子どもたちがN学園に参加する意義について「ここでは子どもは
友達に会え、親も横のつながりができ、話を聞いてもらえる」など、親・子が共にカナダ
で暮らす日本人の仲間やネットワークができることを挙げていた。また「日本語を大事に
するのはここがカナダだから。イタリア人や中国人やいろんな子がいる中で自分が日本人
だと証明するのは言語ができるということ。昔は学校では日本語を使うなと言われたとい
うけれど、今は学校から日本文化を紹介してくれというリクエストを受ける。保護者も学
校に招かれ、国旗を紹介したり、日本人はクリスマスを祝うのかと質問されたり。子ども
たちもここで仕入れた知識を学校でかっこよく発表しているよう。それを嫌がりアイデ
ンティティを捨てるというチョイスはここでは考えにくい」（N学園保護者インタビュー
より　2012.9.15）というように、週日の通常クラスで日本語や日本文化について紹介する
機会が日常的に与えられることが土曜日のN学園での日本語日本文化への学習動機につな
がっていることが語られた。継承文化を持ち、それを通常クラスで適切に紹介することが、
トロントの学校文化では「かっこいい」行いとして認知されていることが窺える。
　これらの公教育や民間団体が行う課外活動としての継承語支援に関して、継承語と公用
語のバイリンガル教育を推進するライアソン大学准教授の R.Chumak 博士は筆者らのイ
ンタビューに応えて下記のように語っている。
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　土曜の継承語クラスだけで奇跡のように継承語は習得されない。（中略）家庭、週
日の通常クラス、土曜日等の課外の国際語クラスの 3つのポイントが利点をもたらし
合い、リンクすることが重要だ。通常クラスの先生が、授業の中で子どもたちに国際
語クラスで何を習っているのか質問し、その価値を認め、継承語学習の経験をクラス
にシェアし、クラスの子どもたちとともに言語の重要性を認識させることが必要であ
る。また親が家庭で国際語教室の継承語学習のサポートや日々の補てんをしてはじめ
て、継承語クラスは機能する。（筆者訳、2012.9.14）
　この国際語プログラムは家庭と通常クラスとの連携を持つことで、継承語習得が可能に
なる、と Chumak 博士は指摘している。国際語プログラムでの学びは家庭によるサポー
トを受け、充実したものとなり、その継承語・継承文化にまつわる学びの経験は通常クラ
スで先生とクラスメイトによって是認され、通常クラスの学習資源として活用される。こ
の過程で学習者は家族との間の一体感を感じるという統合的動機を得て、クラスメイトと
の間でも多文化資源をもたらす存在としての地位を得る。国際語クラス、家庭、学校の通
常クラスの 3点が適切に連携することで家庭と学校の通常クラスという 2つの方向への統
合をめざし、継承語学習の動機が形成されると言えよう。
３．学校教育でのニューカマ （ー新規移民児童）受入れのための支援　
　本節では特にニューカマーとしてカナダにやってきた子どもたちを教育現場はいかに受
け入れているのかを概観する。
３－１．Newcomer Reception Center
　オンタリオ州にやってきたニューカマーの子どもは、初等部（ 4－14歳）は、地域の公
立学校が直接受け入れ、高等部（15－18歳）は、学校入学時にトロント教育委員会のESL 
（English as a second language） 部門に設置された Newcomer Reception Center（ニュー
カマー受け入れセンター）による学力アセスメントを受ける（初等教育の場合は各学校にス
タッフが訪問し、中等教育の場合は子どもがセンターを訪れてアセスメントを行う）。そ
れまで母国でどのような教育を受けてきたか、未知の概念を把握する能力、そして算数の
テストや、言語能力がチェックされる。言語能力は英語の読み・書き・話す・聞くだけで
なく、継承語の能力も評価される8。これは将来の言語能力の伸びる可能性の判断材料と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
8  どの言葉であれ、教育委員会のスタッフやボランティア、関係者まで探せばその言葉を話せる人材がいるので、
当該の子どもと同じ継承語を持つバイリンガルスタッフがアセスメントに同行する。
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され、継承語の言語能力がカナダで習得すべき英語能力や学習能力の発達に関与すると考
えられているためである。 1人の生徒につき、午前中に 2時間、言語能力のアセスメント、
午後に 2時間、算数のアセスメントというようにじっくり時間をかけ、その子どもの能
力、支援の必要性を見極める。またそうした子どもの受入れ後も、Newcomer Reception 
Center のスタッフは各校を回りESL担当教員と面談をし、英語学習に進歩が見られない
場合、また先生から見て学力が学年の平均より劣っている場合、言語能力と算数能力のア
セスメントを、時には子どもの継承語で行い、何が学習の躓きになっているか探り、ESL
教育でのきめの細かい対応へと結び付けられる。
３－２．ESL－第二言語としての英語教育
　次に、英語学習者（ELL：English Language Learner）の子どもたちへの支援を概観する。
ESL としての英語学習者の中には、移民等として新たにカナダに到着した子ども達の他、
カナダ生まれで両親が英語以外の言語を話すことで英語習得が十分でない子ども達や、カ
ナダ英語とは異なる英語を使って生活や学習をしてきた子ども達の中で、アセスメントに
よって英語学習が必要と判断された子ども達も含まれる。政府から公的に ESL 指導が行
われるのは入国後 4年目までだが9、必要に応じて支援は継続される。トロント教育委員
会は毎年、初等教育で7000人、中等教育に4000人の新たにカナダに渡ってきた子どもたち
を受け入れており、新たに入国する英語学習者である児童は増え続けているという。（ト
ロント教育委員会ESL部門担当オフィサーインタビューより 2011.11.02）。
　ESL をめぐる近年の教育観として、英語は継承語に付け加えて学習すべきものという
視点の強化が注目される。両親が異なる言語を話す家庭も多く、英語は家庭の言語に付加
して習得していくものとして、‘EAL: English as an additional language （付加語としての
英語）’という用語も散見される。ESL 教育関係の教師用の文書やテキストでも、英語教
育は継承語を消し去るものではなく、 学習者の継承語・継承文化を尊重したうえで付加的
に獲得されるべきというメッセージが発信されている。
　たとえば、オンタリオ州教育省の発刊した ESL 指導者や教師のためのハンドブッ
ク（“Supporting English Language Learners: A practical guide for Ontario educators, 
Grades 1-8）（Ontario Ministry of Education 2008）では、「バイリンガルが有利であること
を理解する」という項目で、「英語学習者の第一言語を使い続け、発達させることを推進
することによって、数えきれないほど肯定的な結果が生じる。第一言語を尊重し、使用さ
せることは、学習者に自信を持たせ、付加される言語を効率的に学習することや、学校で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
9  中島（2010）によると、１年目は一人当たりC$3,300、2 年目 C$2,400, 3 年目 C$1,600, ４年目 C$800、５年目
以降の子どもには予算は全くつかないことになるということである。（p.77）
110
カナダの継承語資源育成のための教育実践に関する研究
人文論集　第 49 巻
の学習に大いに役立つものである。」（p. 8 ）と説明されている。
　その他さまざまな文書で、母語によって得た知識（言語的、認知的）を活用して英語を習
得させていくこと、母語・継承語を維持することが価値あることとしての社会的認知を子
ども達にも伝えることの必要性、そして、二言語を育成することによって学習能力や知的
能力（認知力）も強まり、長期的には学習全体にもよい効果があることが強調されている10。
　具体的な実践例として、Duﬀ erin-Peel 地区カソリック学校教育委員会は、“My Favourite 
Place in the World…Our Voices 2011” （世界の中の私の好きな場所―私たちの声）と題し
て、ESL の英語学習者の子ども達（幼稚園から 8年生まで）の英語作品集に、英語だけで
なく、可能な場合は各自の継承語との二言語で文章を書いてもらい、本人の描いた絵と
共に、216頁にのぼる多言語の本にまとめて2011年に出版している（Duﬀ erin-Peel Catholic 
District School Board 2011）。 1割強の子ども達が、継承語と英語のバイリンガルで作文
を書いている。このような取り組みは、ESLの教室でも、英語を学習しつつ、継承語も生
かして表現していくことが推進されていることを象徴するものであり、後述のアイデン
ティ・テキストの考え方にもつながるものである。
３－３．学校・クラスの雰囲気づくり
　オンタリオ州教育省が教員向けに発刊した小冊子「Many Roots Many Voices（学校に
おける英語学習者支援のための実践ガイド）」（Ontario Ministry of Education 2005）には
学校全体や各クラスでのニューカマーである英語学習者を受け入れる際の心構えや具体的
な方法がわかりやすく示されている。
　学校全体としてはまずニューカマーを歓迎している学校だということを示し、下記のよ
うな具体的なニューカマー受入れの手続きをリストアップしている。
•　 ニューカマーを受け入れるための特別なプロセスを確立させ、校長から支援員まです
べてのスタッフがそのプロセスを理解したうえで、受入れ担当チームを形成する。
•　 多言語の Welcome サインボードを学校に掲げる。
•　 生徒親子の最初の学校訪問時にできるだけ通訳を呼び、学校用語（教室、修学旅行、授
業登録などに関すること）には時間をかけて説明し、英語能力に関わらずニューカマー
の子どもと両親に気持ちよく過ごしてもらう。
•　 緊急連絡時のために同じ継承語と英語の両方が話せる友達などを教えてもらう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
10  教室に継承語・継承文化を持ち込むことの利点を列挙して発信したオンタリオ州教育省の下記の記事なども
その例として挙げられる。
　　http://www.edu.gov.on.ca/eng/literacynumeracy/inspire/equity/sharingSpace_Jan01.html（2013.12.15 On line)
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•　 両親には校長名や学校電話番号、学校行事や 1日の流れなどの基礎情報を伝え、両親
の必要とすると思われる地域の支援情報、例えば大人向けの ESL クラス情報などを伝
える。
•　 両親とよい関係を確立し、今後も学校に関心を向け続けてもらう。
　これらの文面からは、学校が一丸となって、子どもだけでなく両親をも巻き込みながら、
子どものより良い教育環境の創造を目指すことを志向していることが伺われる。
　著者らが訪問したニューカマー児童の多く在籍する小学校でも、玄関正面に様々な民族
の重要な年中行事を紹介する写真パネルがあり、学校のいたるところに教育委員会が作成
した「Welcome ﬁ rst language, Cerebrate diﬀ erences（母語を歓迎し、違いを祝福する）」
等のキャッチフレーズが記されたポスターが掲示されていた。
　
　また、上述の「Many Roots Many Voices（学校における英語学習者支援のための実践
ガイド）」では、クラスにおけるニューカマー受入れに関しても様々な教育実践が紹介さ
れており、同時に教員向けに、英語学習者とはどういう存在か、彼らにとっての継承語は
如何に重要で、クラス全体の教育資源としてどう活用していったらいいか、等の基本情報
が紹介されている。
　ニューカマーを受け入れるための教育実践としては、クラスの掲示物を多言語化したり、
まだ英語能力が十分ではないニューカマー児童にはサポーターとして同じ継承語が話せる
同級生や高校生ボランティア11などとペアを組ませ、英語によるクラス発表前に継承語で
B 校のエスニックグループ祝祭紹介パネル Ｂ校の多言語「ようこそ」ポスター
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
11  高校生にとって年間 40 時間のボランティア活動が中等教育の卒業要件なので、小学校や国際語クラスで高校
生ボランティアが参加し日常的に仕事を担っている（GTA公立小学校Ａ校校長インタビューより 2011.11.3）。
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ディスカッションすることを奨励している。あるいは自分の祖国を旅行する人への紹介・
宣伝文を英語と継承語の2言語で作成する宿題を提案したり、算数の表やグラフ、統計の
学習でも、クラスのメンバーが使用する言語を列挙し、表やグラフを作成し、「Ｘ語を話
せるクラスメイトの数はＹ語を話せるクラスメイトの数のＡ倍です」など、定型の言い回
しを設定して、グラフから読み取れる数字を発表する、などの実践例が紹介されている。
　このように日常的に継承語をクラスに持ち込み、多くの子どもが継承語を持っていると
いう共通理解の上で、継承語・継承文化を素材として、学習内容に取り組むことで、子ど
もたちの持つ多文化な背景を学習の資源とし、クラス全体の継承語・継承文化への認識を
高めていることが伺える。また英語力が十分でないニューカマーの子どもたちも継承語能
力を発揮し、クラスに貢献する機会を得ることで、自分の「できること」を自覚し、周囲
の教師や友人にもそれを示すことができ、自己効力感や自信を得る場面ともなっている。
４．ニューカマーの子どもたちの学力支援のための取り組み
　言語的な問題から、あるいは両親が多忙なため家庭の支援が受けにくいニューカマーの
子どもは、持てる能力が発揮できずに学力不振に落ち込むことがある。また難民として入
国した子どもは祖国での教育機会を逸しているケースもある。そうしたニューカマーの子
どもたちの学力不振を防ぐため様々な教育実践が行われていた。
４－１．LEAP：Literacy Enrichment Academic Program
　カナダ入国前に祖国での学習機会が十分でなかった11歳から18歳の子どもを対象にした
学習言語能力と数学能力を集中的に高めるプログラムである。このプログラムは 1年間集
中して学力を獲得するために努力することを誓約した生徒を対象に、上限12名の少人数ク
ラスがセンター校方式で運営されている。こうしたセンター校は2013年度、初等教育レベ
ルの学校に40校、中等教育レベルの学校に13校設置されている（Toronto District School 
Board 2013）。
４－２．学習支援
　ニューカマー集中校においては、学校ごとに学力不振に陥った子どもを対象にチュー
タープログラムや、保護者による宿題のサポートが難しい子どもを対象にしたホームワー
ククラブなどが設置される。チュータープログラムは 4段階評価の成績で州政府が期待す
るレベル 3、もしくは 4に達しない生徒を対象に、放課後の課外活動として週 1回程度行
われる。ホームワーククラブは保護者が文化・言語背景の違いや長時間労働のために宿題
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のケアが難しい家庭の子どもを対象に、放課後の課外活動として行われる（GTA公立小学
校A校校長インタビューより　2011.11. 3）。こうしたホームワーククラブは教員とともに
高校生や地域のボランティアが運営している。オンタリオ州の教育省のホームページには
フロンティア大学が作成した教員向けのホームワーククラブの設立・運営ガイド（生徒募
集や教室の設定、ボランティアの募集・研修の方法が実践例の紹介とともにきめ細かく記
されている）がリンクされている。（Ontario Ministry of Education 2012,  Frontier College 
2006）
　ニューカマーの子どもたちの言語的・家庭的背景から起こりがちな学力形成上の困難を
回避するためのこうした支援は、移民の子どもたちに自信を与える12。そしてボランティ
アの参加によるホームワーククラブ等のコミュニティとの連携は、市民に移民の子どもた
ちの存在を意識させる契機となる。これらの試みはニューカマーの子どもたちをコミュニ
ティや学校に包摂するための機能を担っているのではないだろうか。
５．家庭・コミュニティにおける継承語教育支援
５－１．就園前の子どもたちへの継承語教育の勧め
　オンタリオ州には Early Years Center もしくは Parenting and Family Literacy Center 
と呼ばれる就園・就学前の 0～ 6歳の乳幼児とその保護者を対象とした育児支援施設があ
る。そこでは毎日午前と午後にそれぞれ 2時間ほどのプログラム（絵本の読み聞かせ、数
字の楽しみ、手遊び・わらべ歌など子どもの言語能力を促進しながら行う遊びの紹介）を
提供している。トロントではこうした就学前、就園前のリテラシーへの準備が就学後の学
業的成功のために非常に重要視されており、学校や図書館など子どもの集まる施設には遊
びや歌、絵本を通じたリテラシーへの準備を奨励するポスターが掲げられているのを何度
か目にした。
　Reymundo（2013）は幼少期の継承語学習支援について、以下のように述べている。
　移民としてやってきた両親は子どもが英語を習得するために継承語の使用が障害に
なると考え、継承語の使用を差し控える必要性があるのではないかと考えてしまいが
ちである。しかし Cummins などの学術的研究成果から継承語学習の重要性、すなわ
ち、継承語学習は言語能力と認知能力を高め、多言語習得能力を備えさせ、豊かな言
語経験は脳の発達を促すこと等が明らかになっている。そうした継承語の重要性を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
12  実際にカナダはネイティブの子どもと、移民 1世と 2世の子どもの間でのリテラシー能力と数学的リテラシー
能力において学力差の少ない国の一つとして報告されている（OECD 2007, p.70）
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両親に理解してもらうことを目指し、Early Years Center では情報を発信している。
また具体的な継承語学習支援として、食卓で、遊びで、お風呂で、服を着る時、等、
すべての生活の中で継承語によって子どもに語りかけ、 1日少なくとも20分の継承語
での絵本の読み聞かせを奨励している。継承語を使用した音楽やテレビを見る機会を
持ち、同国人の集まりや宗教儀式にできるだけ家族で出席し、学齢期になれば「国際
語クラス」に登録することや、可能ならば里帰りの機会を持ち祖国で文化や言語に触
れる機会を増やすことも、子どもの成長のために勧めている。（筆者訳、一部要約）
（Reymundo 2013, p.175）
　
　また Early Years Center は保健サービスや教育委員会、図書館、言語研究所や、社会
保障サービスとも連携を取り、継承語を重視した子どもの就園・就学前教育の重要性を発
信している（V. Reymundo , Don Valley Early Years Center 担当オフィサーインタビュー
より　2011.11.2）。
　R.Chumak 博士は移民の家庭向けに、継承語の重要性や継承語保持のために家庭で出来
ることをチラシや資料にまとめ、インターネット13や関係施設を通じて配布を行っている。
英語習得のために継承語の使用を差し控えるべきという誤謬を解き、継承語の重要性とそ
の習得のための努力に対する共通理解を形成することから継承語の保持へとつなげていこ
うとしている。
５－２．公立図書館
　トロント市内にあるトロント公立図書館では近隣住民のエスニック人口比に応じて多言
語図書を配架しており、現在68言語の書籍が利用可能で、図書館のホームページサイトか
ら、どの言語の書籍がどの地区の図書館に存在するか検索できるようになっている。また
筆者らが訪問調査を行ったトロント公立図書館の Lillian H. Smith 分館では 1階の開架書
棚はすべて絵本と児童書であり、 2階の開架書棚も大人向けのものは 3分の 1で、残りは
若者向けの本とその地域に多く住む中国語とベトナム語の多言語書籍スペースであった。
4階に閉架書庫があり、大人向けの書籍は主にそちらに蔵書されているようだった。この
図書館に配架された多言語書籍や絵本は貸し出しが可能で、公立図書館は継承語に触れた
い子どもや、家庭や学校で読み聞かせなどによって子どもたちに触れさせたい親や教師へ
のリソース提供を行っている（図書館訪問調査より　2011.11.7と2012.9.13）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
13  Chumak 博士の継承語の必要性を訴えるチラシや資料は下記のページからアクセスが可能である。
　　http://mylanguage.ca/　（2013.12.15　On Line）．
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６．継承語学習の動機づけに関わる教育実践－家庭・学校の連携を中心に－
　前述のように、2012年 9 月の調査において R.Chumak 博士は、継承語を習得するため
には、家庭と学校の「平常クラス」、そして課外で行われる「国際語クラス」の 3点の連
携があって初めて可能になることを強調している（2-2参照）。すなわち、課外の「国際語
クラス」では継承語を学ぶ時間と機会を確保する。家庭ではその言語を使い、絵本を読み、
同じ言語の子どもとプレイグループを作るなど、日常生活で継承語を学び、使う機会を持
つ。学校では担任が子どもたちの国際語クラスや家庭で蓄積する継承語をめぐる経験を、
興味を持って聞き、平常クラスの友達と知識を共有し、継承語への認識をクラス全体で高
める努力が必要である。本節ではこの家庭と学校の平常クラス、そして国際語クラスの連
携を促す教育実践をくわしく概観することで、子どもたちの継承語習得の動機がいかに維
持されているかを明らかにしていきたい。
　オンタリオ教育省は一般に学校教育への親の関与を様々なレベルで求めている。具体的
には学校協議会への参加、学校へのボランティアとしての参加、子どもたちの宿題への支
援等などである（Ontario Ministry of Education 2011） 。
　学校協議会とは、オンタリオ教育省の指導により、すべての学校に設置することになっ
ているもので、校長と教員の代表、両親の代表、コミュニティの代表、中等教育の場合は
生徒の代表が話し合いを持ち、学校の運営にアドバイスを行う場となる。すなわち、もと
もと家庭と学校の連携を重視するという土壌がある、ということである。著者らがインタ
ビューを行った移民の子どもたちが多く在籍する公立小学校校長は「学校協議会の設置は
両親を教育における対等のパートナーとして巻き込むことである。両親からのアドバイス
を聞ける。良い校長・教育者は常に両親をしっかりと巻き込みアドバイス以上の役割を引
き出す。そうやって学校と連携を持った両親は大変活動的なボランティアとなり、われわ
れの活動を支え、時間を提供し、我々は彼らを活かすことができる。」（GTA公立小学校
Ｂ校校長インタビューより　2011.11.7）と述べている。つまり学校協議会の運営を通じて
学校と保護者の連携、協働がより確かなものにできることを校長は示唆している。
　また、学校は移民児童の保護者に様々な支援をしているが、同時に保護者の持つ言語資
源が学校の活動をより豊かにする例も多数観察された。例えばトロント市の公立小学校で
は政府支援の成人ニューカマー向けの ESL クラスが設置されている。そこで ESL の講義
を受講している成人学習者の 8割がその学校に子どもを通わせている保護者である。彼ら
は午前中の 2時間半のESLのクラスを受講したのち、 1時間のランチタイムをはさみ、午
後の 2時間半を学校でボランティアとして活動する。ボランティアの内容は継承語を同じ
くする新来の保護者や子どもの通訳などの言語的なサポートや、図書館での翻訳作業だと
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いう。また、英語が十分でない親も幼稚園のクラスで折り紙等の母国の遊びを教えたりす
るという（GTA公立小学校Ａ校校長と成人向け ESL 講師インタビューより　2011.11.3）。
学校はニューカマー保護者に居場所と ESL 支援を提供し、保護者はそれぞれの持つ継承
語・継承文化にまつわるスキルを学校に提供し、学校の言語資源を豊かにしていることが
伺える。また次章で詳述するアイデンティティ・テキストという教育実践にも保護者の継
承語能力が貢献をする事例である。
　こうした学校活動に、移民の保護者が継承語能力を持ち、継承文化に造詣が深い人材と
して積極的に参画することは、学校に多様な継承語がもたらされると同時に、移民の子ど
もたちと保護者に自分たちが持つ継承言語・文化能力が学校教育の場で役立つものである
ことを認識させる。こうした継承言語・文化資源を介した学校と家庭の連携は移民の保護
者と子どもに継承語を学習する動機を与えていると考えられる。この場合の継承語学習の
動機とは、多文化を称揚する学校の一員としての統合的動機であると考えられる。
7  ．多文化社会に求められる教育のパラダイム・シフトにむけて―「アイデンティ
ティ・テキスト」の試みをめぐって
　具体的な教育実践の側面から、ここでは、継承語教育の新たなアプローチとして、近年、
取り組みが進んでいる「アイデンティティ・テキスト」について概観し、多文化社会に必
要とされる教育変革（パラダイム・シフト）の視点を取り込んでいること、そして、その実
践によって継承語学習の統合的動機付けが活性化される側面を考察する。
７－１．「アイデンティティ・テキスト」とは
　「アイデンティティ・テキスト」は、トロント大学のカミンズ博士らのグループが中心
となって提唱しているもので（Cummins & Early 2011）、継承語と英語（または主流社会の
教育言語）の二言語で自らを表現することを通して学習するという、一つのバイリンガル
学習実践法である14。同じ言語を共有する仲間や、先生や、家族やコミュニティの人たち
の協力を得て、各自が得意な言語でまず表現し、それを仲間達と二言語の物語や作品とし
て作り上げる。表現する作品のテーマは自由に決められるものであるが、「祖国の思い出」、
「祖国訪問の記録」、「祖国の宗教儀礼の紹介」「カナダへ移民してきた日の思い出」など祖
国に関わるテーマがとりあげられることが多い。表現には、ことばだけでなく、絵や写真、
ビデオなども活用される。そして、できあがった作品は、教師が見るだけではなく、クラ
スメイトや、家族、さらに、場合によってはインターネットのサイトに掲載することで、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
14  アイデンティティ・テキストということばは、Cummins, Skourtou and Kourtis-Kazoullis によって、2004 年
から使用されている用語で（Cummins &Early 2011，p.5）「学習者のアイデンティティに肯定的な光を当て
て鏡に映し出して見せる」というイメージを意味するものということである（同上 , p.3）。
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祖国の祖父母やコミュニティの人たちにも見てもらうことを前提とするものである15。
　このことは、言語を学ぶということが知識を得るための学習であるだけでなく、他者と
相互活動をしながら、自分の表現したいことを表出する力を得る営みであることを示して
いる。その学習過程で、継承語の能力のある家族やコミュニティのメンバーの協力を得る
ことで、家族やコミュニティとの絆も強化される。さらに、それを発表することで、本人
が自信をつけるだけでなく、周囲の人々にも参画するきっかけを与え、相互作用として国
際理解教育、すなわち地理的知識の獲得や異文化への理解、自文化の相対化の機会を提供
している。
　例えば、英語でまだ十分に表現したり学習したりすることのできない子ども達でも、継
承語を使って、これまでの自分が得てきた知識を投入し、さらに自分で調べたり親に聞い
たりすることで学習し、文章として表現できることで、知的能力を自他共に認識すること
ができる。英語による学習だけの環境のクラス内では、ニューカマーのこどもは常にマイ
ノリティであり、弱者の立場であり、知的能力の可視化が難しいが、このアイデンティティ・
テキストの活動を通して、対等の立場で、各人が自分のできる能力や持っている知識やネッ
トワークを活用して、学習の成果をあげていくことができる。また、ある作品（成果物）を
作るという作業によって、ピア・ラーニング（仲間同士の学び）が起きるだけでなく、その
成果を発表し、それに対して周囲の人々から何らかのフィードバックや賞賛を得ることが
できるということも一般的な学びとは大きく異なる。
　英語能力が十分で継承語が弱い子ども達も、テクノロジーや家族やコミュニティの人の
助力を得て、学校教育の中で継承語を使った表現を経験していくことで、継承語の能力は
公的な教育として認知された有意義なものとして意識化される契機となる。
　二言語能力を育成しようとしている子ども達にとって、バイリンガルのアイデンティ
ティ・テキストを作ることが、どのように自己イメージや学習の質の変化をもたらすのだ
ろうか。これについて、カミンズらは「新たな情報や技術と、自分の持っている知識とを
結びつけることを学習者に促すこと、学校言語でさらに完成された文章による作品を作る
ことを可能にすること、学校での学習に関連した専門的なことばについての意識を高める
こと、知的で、創造的で、言語能力もある学習者のアイデンティティを自他ともに確認
させること、家庭言語と学習言語の関係についての意識を高められること」（Cummins & 
Early 2011, p.4）などを挙げている。
　また、Ａ小学校の教師としてアイデンティティ・テキストの実践に深く関わってきた 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
15  調査でインタビューを行ったA小学校の先生である P. Chowは、二言語の本作り、そして家庭と学校の連携
による学習の推進に早くから取り組んでおり、アイデンティティ・テキストのパイオニア的存在である。子
ども達が作成した作品の多くは、「二言語の本の展示（The Dual Language Showcase）」として、オンライン
で公開されている。
　　http://www.thornwoodps.ca/dual/index.htm　（2013.12.15  On Line）
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P. Chow氏は、この学習活動によって「学校だけでなく、家庭、コミュニティ、すべての
関係者のアスペクトを考えて、子ども達が自分の属している所で、みんなに包摂されてい
ると感じるようにする。」ということ、そして、その実現のために「学校と両親とのパー
トナーシップ」の重要性を強調している。（P. Chow　A小学校教諭インタビューより　
2011.11.7）
７－２．アイデンティティ・テキストの理念
　アイデンティティ・テキストの手法の理念的背景として、まず、移民の子ども達が英語
や学習についての不安な気持ちで教室の隅に追いやられることなく、安心して学べるよう
な学習環境や、カナダの多文化社会におけるグローバル市民の育成のために、各自の文化
が尊重されてはじめて可能になる確固としたアイデンティティの形成が重要であること
が、学校や社会で徐々に認識されるようになってきたことがあげられる。
　第二に、移民の子ども達の学習効果を発揮させる鍵として、Cummins & Early（2011）は、
「自信（self-conﬁ dence）、自尊心（self-esteem）、自分の能力についての信念（belief in their 
own capabilities）」が重要であるという知見を提示している。つまり、多くの場合、これ
らが欠落しがちであることが、彼らの学習の障害になっていると考えられるのである。一
般的に、教師は子ども達のどこに光を当てて見ているかというと、英語力の高さや英語で
表現できる力の部分であって、英語では表現できないが、継承語で考える力、表現する能
力や認知力については、ほとんど光が当てられない。そのため、子ども達の能力を過小に
認識していることが非常に多い。教師がどのようにその子どもを見ているかということは、
子ども達自身やクラスメートの持つイメージ形成にもつながる。教師が正当に評価してい
なければ、子ども達の自信や自尊意識や自己能力の肯定的認識は強化されにくい。
　第三に、社会の中の力関係が、教室の中での力関係として現出し、移民の子ども達の学
習の達成を妨げていると考えられることである。教師が英語の力を絶対視して、移民の子
ども達に母語を失わせ、英語のみを習得させようとすることが、子ども達が継承語で獲得
してきた潜在的な力を失わせてしまう。そのことを注視すべきであるということから、教
室内の力関係を対等にし、教師も含め、すべての子どもたちが共に学び合い、社会とつな
がりながら学んでいくための方策の一つとして、この手法が有効であると考えられる （同
上, pp.23-27）。
７－３．教育実践の効果
　アイデンティティ・テキストを使った教育実践の結果について、Leoni他（2011）は、子
ども達の発言をもとに以下のように報告している。
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　たとえば、Madiha, Sulman, Kanta は、協力してウルドゥ語と英語の二言語で、「新し
い国（The New Country）」という物語を書いた16。Kanta は翻訳が上手で、Sulman はあ
る程度 Urdu ができた。Madiha は、語彙や文法を手伝った。Kanta は、この物語を作る
前は、「始めてカナダに来た時、先生から英語で話すことを強制され、ウルドゥ語を話す
ことは禁じられていた。英語がわからないので、先生から塗り絵を塗っていなさいと言わ
れた。先生は、私に何ができるのかを知らなかったから。二言語で物語を作ることで、自
分のできることを見せることができた。入学当初は、英語だけで勉強したことでかなり早
く英語を学んだ事はよかったけど、英語とウルドゥ語の違いがよくわからなくて、英語の
構文はまったく良くならなかったんだ。（筆者訳、一部要約）」（同上、p. 50）と語ってい
る。英語が十分にできないと、その子どもにどういう能力があるのか、教師にも理解しに
くい。バイリンガルの物語を作成することで、 Kanta は自分が色を塗ること以上に何かが
できるということを示すことができ、自信を持てるようになった。Madiha は、「私の母
は英語がわからないが、母もこの本を読むことができた。…母国のこと、家族のこと、カ
ナダのことはみんな関係していると先生が言ってくれた。先生が私の家族や祖国のことを
大事に思ってくれることがわかった。両親や祖父母もとても喜んだ。（筆者訳、一部要約）」
（pp.51-52）と語っている。この発言から、自分の文化的アイデンティティに自信を持ち、
家族との絆を強めることにもなったことが伺える。Sulman は、「‘The New Country’の
物語を書いているときは、とてもいい気持ちだった。あとで、もっと書きたいと思った。
友達といっしょに二言語で書くのは楽しい。…家で、母にもことばをたくさん教えてもらっ
た。カナダに来てから 3年間、ウルドゥ語を忘れかけていたけど、これを作るために、家
でウルドゥ語の本をたくさん読んだ。（筆者訳、一部要約）」（p.51）ということで、これがきっ
かけになって、継承語の力を復活させようとしていることが伺える。
　その他、カナダだけでなく、ギリシャ、イタリア、スペイン、メキシコ、中国、等、各
国でさまざまな言語での取り組みが行われ、その実践の効果が検証されている（Cummins 
and Early 2011）。まだ教育実践の歴史が浅く、短期的効果の検証は多数なされているが、
長期的効果の実証にはまだ時間がかかるであろう。しかし、さまざまな実践報告からは、
学校と家庭やコミュニティの連携を促す契機となることや、子ども達の自尊意識や自信、
そして自分の継承語のイメージを肯定的に変容させていることが注目される。そして、こ
の学習活動を通して、家族とのつながり、学校の先生や仲間とのつながり、多文化なコミュ
ニティへのつながりを強めるといった統合的動機づけによって、学習が促進されているこ
とがわかる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
16  3 人は 7／ 8年生（中学 1－ 2年）で、Madiha は英語学習初期段階で、Sulman, Kanta は小学校 4年でカナ
ダに来て、ある程度英語ができた。社会科、英語、ESL の統合カリキュラムの「移民」という単元のプロジェ
クトでこの物語を作った。（Cummins ＆ Early 2011, pp.141-142）
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　特にその教育実践の推進の背景にある考え方として、Cummins & Early（2011）は、教
育学の理念の変化があることを指摘し、次のように論じている。
　これまでの教育学の志向性としては、「知識の伝達型」から、「社会構成主義」へと
移行してきているが、その次に、「変革型アプローチ（transformative approach）」と
いう考え方が出現している。これは、カリキュラムや知識の伝達だけでなく、いかに
知識がパワーと関連づけられているかを学ぶ視点を獲得させるものである。自分の生
活やコミュニティの社会的現実を分析し、理解することを、子ども達が共に考えるた
めの教育実践である。（p.28, 筆者訳）
　すなわち、子ども達をエンパワーすることが教育の大きな目的であり、アイデンティ
ティ・テキストの手法を使って継承語を学んでいく過程で、自身の持つ知識や社会の中に
置かれている立場にも自信を持てるようにし、マジョリティの子ども達や教師も、対等な
関係の中で、その過程に共に参画していくということを目指すという教育における視点の
変革が見られる。それは、多文化主義の国であるカナダの志向するところでもあり、学校
教育は、すべての市民が平等に参画できる多文化社会構築を目指す教育現場であるべきこ
とを示唆しているものと言えよう。
８．おわりに
８－１．まとめにかえて
　本稿では、トロントにおける継承語学習支援体制を概観し、継承語を言語資源と考える
立場から、特に、継承語学習の「統合的動機付け」に焦点を当て、どのような方策や教育
実践がなされているかを論じた。最後に「言語資源」という概念を再考したうえで、多文
化であることを称揚する学校という集団への「統合的動機」の側面についてまとめておき
たい。
（１）　「言語資源」としての継承語
　継承語を「言語資源」として把握するのは、言語がキャリアパスを広げたり、経済活動
に活用することができたり、さらに国家にとって、そのような言語力のある人材を確保す
ることができるといった経済的価値を持つという意味も包含するが、それだけではない。
　継承語は、個人にとって、言語能力の開発による知的発達のみならず、多様な生き方、
考え方、他者や世界とつながる方略の幅を広げるための資源になり得る。このような幅広
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い視点や能力を持った人材として、多文化な子ども達や、彼らと接する教師や同級生が成
長していくことが、多様な文化を包含する社会の変革にもつながっていくと考えられる。
さらに、前述のとおり、学校教育の中で、ニューカマーの子ども達の持つ継承語能力や継
承文化は、それらをうまく取り込めば、英語とカナダ文化しか知らない子ども達にとって、
国際理解教育や地理教育など、世界や社会への認識に関わる学習内容をも豊かにする教育
資源にもなり得る。英語学習者というカテゴリーに入る子ども達を、英語ができない、学
習に問題のある子どもと考えるのではなく、アプローチを工夫することによって、彼らの
持つ能力を引き出し、彼らを含むすべての子ども達への教育資源とする方策を考えること
もまた重要であり、そのためには、教師の教育観の変革（パラダイム・シフト）やカリキュ
ラムの改編が必要である。
（２）　継承語学習の「統合的動機」について―多文化な学校への統合意識
　継承語学習の動機の中核について、Schecter & Cummins （2003）は、自分の文化が重要
と認知されているという気持ち（respect and aﬃ  rmation）であると指摘している。継承語
については、学校で必要とされておらず、先生も他の友人も、その言語に何の関心も持っ
ていなかったり、逆に異なる言語話者であることが否定的に認識される環境の中では、育
成することは非常に困難であると考えられる。道具的動機によって、言語学習が何かの役
に立つという意識のみで学び続けることもあり得るが、統合的動機も伴わなければ、困難
な学習環境になると諦めてしまうケースが多くなる。
　継承語を学ぶことが、家族や仲間との言語や文化の共有だけでなく、「多文化を称揚す
る学校文化に自己を統合する」という動機が働いている場合、統合的動機はさらに強くな
ることが想定される。学校の中で、力を持つのが英語だけである場合、英語学習者である
ニューカマーの子ども達は、周縁のマイノリティの立場に置かれる。それは学校の外の社
会もまたそうであることが映し出されているのではないか。そのような環境では継承語の
学習動機は弱体化する。逆に、学校文化が、英語話者だけでなく、多様な言語や文化を持
つことが対等に価値のあることとして称揚され、マイノリティの子ども達がマジョリティ
の子ども達と対等な存在として学習に参画することができれば、自分の持つ言語・文化資
源を育成することで、多文化な学校の集団に平等な立場での統合をめざそうという動機が
強まると考えられる。そして、学校文化に止まらず、多文化社会として形成されているト
ロント市民、ひいては、カナダ国民としての統合を社会が承認しているという意識の形成
にもつながっていくと考えられる。つまり、継承語の学習動機は閉じられた継承語教室の
中や家庭だけで起きるのではなく、学校全体、家庭、コミュニティ、社会全体のつながり
の中で形成されていくと考えられる。
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８－２．今後の課題
　カナダの中でも特にトロントのような非常に多くの移民が生活する大都市では、継承
語教育に政府がどこまで関与するかについては、対立する意見があり、1970年代後半か
ら長年にわたって論議されてきている。移民の継承語教育プログラムに対して、社会を
分断化するのではないか、コストがかかり過ぎるうえ、移民の英語の習得を阻害するの
ではないかという危惧を示す意見が強かったという（カミンズ・ダネシ 2005, pp.7-14, Duﬀ  
2008, p.74）。現在では、継承語プログラムは国際プログラムとしてすべての子どもに開か
れ、教育委員会の支援体制も整備されてきた（トロント教育委員会でのインタビューより
　2012.9.17）。エスニック間の大きな摩擦やトラブルが顕在化することなく、多文化社会
として発展していることは、多様な移民を受け入れていくためのさまざまな、きめ細かな
方策が考えられてきた結果である。現実問題としては、学校教育についても、教師やコミュ
ニティの意識が簡単に変わるものではなく、長い年月をかけて、コミュニティの力、教師
や研究者の力、そして、それによる政府の方針の変化によって、マイノリティの継承文
化・継承語を重視する方向に徐々に舵をとりながら、少しずつ変容してきているのである
（Cummins 博士とのインタビューより 2012.9.13）17。重要なことは、多文化社会として目
指すところを明確にし、家庭、コミュニティ、学校、そして社会全体の意識を醸成し、ボ
トムアップ（コミュニティから学校、そして行政へ）とトップダウン（行政から学校、コミュ
ニティへ）の取り組みを行っていくことであろう。
　カナダ国内でも各地域性があり（Duﬀ  2008, 中島2010）、本稿でとりあげたのは、カナダ
のもっとも移民の集住化が顕著なトロント地域の状況をめぐる考察に限定されているた
め、他の地域の考察も必要である。また、トロントにおいても意識や取り組みについては、
学校、家庭、個人によって、さまざまな温度差や環境の違いや課題があり、考察すべき問
題が山積している（Duﬀ  2008）。また、本研究では、マクロな意味での統合的動機付けを
中心に考察を行ったが、統合的動機付けに関与する要因としての家庭環境や言語意識、継
承語教育についての教師の意識や教育実践法の課題も多数あり、今後、言語の実用的側面
に関わる道具的動機付けの拡大についての視点も含め、考察を行っていきたいと考えてい
る。
　カナダではフランス語をはじめ、さまざまなバイリンガル教育に重点が置かれてきてお
り、多様なアプローチの研究が蓄積され、その成果が発信されてきているが、継承語をめ
ぐるバイリンガル、マルチリンガルな子ども達の多様性はますます広がってきており、問
題も複雑化している。多様な言語文化背景を持つ子ども達が、周縁に追いやられることな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
17  1977 年ごろから移民コミュニティから政府に圧力をかけるようになり、学者たちも声をあげるようになった
という。
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く、自尊意識を持って、学習に前向きに取り組めるよう、どのような言語習得環境を提供
することが多文化社会を担う人材を育てることにとって重要なのか。移民の子ども達だけ
でなく、ホスト社会を構成する子ども達全体の教育をどのように変えていくべきなのか。
これは、グローバル化が急速に進む中で、日本を含む多くの国が直面している喫緊の課題
である。
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